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環境負荷とコストを集計し、�

環境経営を推進するための�

意思決定支援システムです。�

�

環境経営を実現するための的確な意思

決定を行うためには、その裏づけとなるデー

タが必要です。そのためにリコーグループ

では、「環境負荷情報システム」と「環境

会計システム」から構成される「環境経

営情報システム」を構築し、事業活動の

工程ごとの環境負荷、環境改善コスト、

環境改善の効果を把握しています。2002

年度以降は、このシステムを世界のリコー

グループで構築・運用して行きます。�

�

環境負荷情報システム�

コメットサークル＊1のコンセプトである「全

ステージでの環境負荷の把握と削減」に

基づいて、事業活動の各工程および活

動全体の環境負荷を把握するためのシ

ステムです。これにより、環境負荷の大きい

工程から重点的に改善して行くことがで

きます。また、社会への情報開示のため

にも、LCA的な環境負荷の把握は重要で

す。集計した情報をもとに、事業活動全

体の「エコバランス＊2」を把握し、環境行

動計画＊3の策定に役立てると共に、環境

行動計画の進　管理も行っています。�

�

�

�

環境会計システム�

環境負荷情報システムの環境保全効果

データと、会計システムの環境コストデー

タを集計・加工することにより、「コーポレー

ト環境会計＊」をタイムリーに把握するた

めのシステムです。環境経営および社会

への情報開示に役立てています。�

＊ 75ページを参照。�

環境経営情報システム�

＊1　13ページを参照。�
＊2　25ページを参照。�
＊3　18ページを参照。�

環境経営情報システム�

環境負荷情報システム�

仕入先様とのネットワークを活用し、原材料・

部品の含有化学物質や、素材の情報を収

集。法規制情報などと連動し、グリーン調

達を進めています。�

調
　
達�

調達管理システムや化学物質管理システ

ムとＣＡＤシステムを連動させ、環境面・コ

スト面から最適な材料を選定し、設計に反

映させることができます。�

設
　
計�

生産系事業所はもちろん、非生産系事業

所を含むすべての事業所の電気使用量、

化学物質使用量、CO2排出量、廃棄物排

出量などをグループ内ネットワークを活用

して収集。環境負荷の効果的な削減に役

立てています。�

製
　
造�

流通拠点、流通工程、販売拠点の環境負

荷情報を収集するシステムを構築。流通

拠点および販売拠点の環境マネジメント

システムの構築に合わせてデータの収集

を開始しています。�

流
通
・
販
売�

お客様の使用時に消費される電力エネル

ギーや紙、消耗品など、製品ごとの環境負

荷情報を把握。今後の製品開発にも反映

させて行きます。�

使
　
用�

製品の保守履歴データベースおよび保守

拠点でのガソリンや電気使用量を捉える

データベースをもとに、製品メンテナンス

時の環境負荷を把握・分析します。�

保
　
守�

製品設計時のリサイクルプランを回収され

た製品のリユース・リサイクルに活用する

情報インフラや、再資源化処理の詳細を

把握するシステムが稼動しています。�

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル�
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環境会計システム�

情報解析�

情報収集� 情報収集�

情報加工�

・生産台数（工程別）�
・製品重量�
・金額�
・部署や設備と製品との関係�
�

按分に必要なデータ�
収集の仕組みを構築�

環境会計ガイドデータベース�

環境会計集計データベース�

統合データベース�

エコバランスの把握�

環境行動計画の策定・進　管理�

コーポレート環境会計�

環境経費�

環境設備投資�

主要事業活動の化学物質、�
消費エネルギー、廃棄物データ� 製品構成物質データ�

部門別環境負荷データ�

リサイクル情報データ�

製品別環境負荷データ�

会計システム�


